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洪水による災害の防止又は軽減に関する事項洪水による災害の防止又は軽減に関する事項

ダム堆砂対策

河道における樹林化対策

急流河川の特徴を踏まえ
た堤防強化

下流河道の流下能力向上

課 題

・堆砂の進行による治水・利水容量への影響の懸念

・河道の樹木が今後成長することによる疎通阻害、及び

偏流増長の懸念

・近年の河床低下、天井川区間の残存を踏まえ、急流河

川の洪水に特有の強いエネルギーに対する堤防の安

全性の確保が必要

・下流河道の樹木繁茂による疎通の阻害

・下流河道の土砂堆積による河積の不足

・堤防整備率は80％、未完成堤防として霞堤や一部暫定

堤防が残存

現 状
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急流河川特有の土砂動態

の把握のための調査・研究

氾濫被害の軽減

課 題

・河道砂州の洪水時の土砂動態が不明

(局所洗掘や側方侵食の発生の危険性)

・河口の土砂動態が不明

・上流域からの土砂供給によるダム堆砂の進行、下流河

道における洪水時の異常堆積（河積阻害）の懸念

・伝統的な治水工法である霞堤の機能が現存

・急流河川であり、短時間での出水に対応するため、水

防・避難体制の充実等、氾濫後の被害軽減のため、住

民防災意識の向上等が必要

現 状

洪水による災害の防止又は軽減に関する事項洪水による災害の防止又は軽減に関する事項



①①手取川の堤防整備は、約手取川の堤防整備は、約8080％完成しているが、未完成堤防と％完成しているが、未完成堤防と して、霞堤やして、霞堤や

一部暫定堤防が存在する。一部暫定堤防が存在する。

②②特に特に1.0k1.0k付近の支川熊田川・西川の合流点付近は、未完成堤防であり、手付近の支川熊田川・西川の合流点付近は、未完成堤防であり、手

取川の外水による氾濫被害が生じることになる。取川の外水による氾濫被害が生じることになる。

③③下流部河道では、樹林や土砂堆積の影響により下流部河道では、樹林や土砂堆積の影響によりHWLHWL相当の流下能力は、相当の流下能力は、

計画高水流量計画高水流量5,000m5,000m33//ssに満たない区間が存在する。に満たない区間が存在する。

必要性必要性

１）下流河道の流下能力向上１）下流河道の流下能力向上
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堤防整備率 約80％

堤防未整備区間の存在

完成堤防

暫定（本堤）

暫定（霞堤）

未完成堤防

未完成堤防

(支川熊田川・西川合流点）
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①①河道内樹木を順次伐採・除根する。河道内樹木を順次伐採・除根する。

②②右岸右岸0.2k0.2kからから0.6k0.6k付近付近((支川北川の合流部であり水衝部支川北川の合流部であり水衝部))である重要水防箇である重要水防箇

所所(A(Aランクランク))のの320m320mについて低水護岸を施工する。について低水護岸を施工する。

③③下流側の河道掘削を実施する。下流側の河道掘削を実施する。

④④ただし、ただし、0.0k0.0k付近については、洪水による土砂流出も考えられる事から、様付近については、洪水による土砂流出も考えられる事から、様

子を見ながら実施の可否を判断する。また、掘削箇所のその後の状況に子を見ながら実施の可否を判断する。また、掘削箇所のその後の状況につつ

いてモニタリングを実施し、状況の把握に努める。いてモニタリングを実施し、状況の把握に努める。

メニュー

0.0K

0.4K

1.8K

洪水によるフラッシュが期
待される箇所

③

②
①

1.0K

2.0K

④



現況、樹木伐採後及び河道掘削後の計算水位

⑤⑤下流部河道において、樹木伐採・河道掘削により、計画洪水流下流部河道において、樹木伐採・河道掘削により、計画洪水流

量量5,000m5,000m33/s/sを安全に流下させる事ができる。を安全に流下させる事ができる。
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樹林伐採による水位低下



１）-2 熊田川・西川の合流点処理

必要性

左支川である熊田川・西川の合左支川である熊田川・西川の合

流部（流部（0.80.8ｋからｋから1.01.0ｋ付近）は、支ｋ付近）は、支

川の合流点処理が未施工であり、川の合流点処理が未施工であり、

手取川外水位が最低地盤高を越手取川外水位が最低地盤高を越

える場合には、外水氾濫が生じるえる場合には、外水氾濫が生じる

こととなる。こととなる。
樋門の設置

凡例

H.W.Lでの浸水想定区域

開口部H.W.Lによる浸水予想区域

浸水面積 A=110ha
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メニュー

熊田川・西川の合流点処理として、外水位氾濫防止の為、樋門熊田川・西川の合流点処理として、外水位氾濫防止の為、樋門
を設置する。を設置する。



①①勾配が極めて急で洪水の流れが速いため、大きなエネルギーによって護岸勾配が極めて急で洪水の流れが速いため、大きなエネルギーによって護岸

の基礎部の洗掘や高水敷の侵食が発生し、堤防が決壊する危険性がある。の基礎部の洗掘や高水敷の侵食が発生し、堤防が決壊する危険性がある。

②②洪水時の河床の変動が激しく流れの洪水時の河床の変動が激しく流れの

偏りや乱れが発生するため、どこで局偏りや乱れが発生するため、どこで局

所洗掘や側方侵食が発生するか予測所洗掘や側方侵食が発生するか予測

できないという危険性がある。できないという危険性がある。

２）急流河川の特徴を踏まえた堤防強化

必要性

H16.10.20台風23号出水での侵食状況

8川北町舟場島地先 右岸5k付近



計画高水流量が確保できる場合

30m

HWL

前腹付け工

HWL

根継ぎ工

計画洪水流量が確保できない場合

実施工法判断の考え方

根継ぎ工

洗掘センサー

前腹付け工

10m

30m

10m

安全性（堤防抵抗力）の評価方法
【洗掘による評価】

評価 a

評価 ｂ

評価 c

根固ブロックの屈撓角度 30°とする。

急流河川対策の緊急に必要な区間につい急流河川対策の緊急に必要な区間につい

ては、堤防の質的安全性（堤防抵抗力評価）、ては、堤防の質的安全性（堤防抵抗力評価）、
河道内の状況（水衝部、寄州、二線堤など）及河道内の状況（水衝部、寄州、二線堤など）及
びダメージポテンシャルを勘案して設定する。びダメージポテンシャルを勘案して設定する。

整備対象区間の考え方

メニュー

①① 急流河川対策工法については、前急流河川対策工法については、前
腹付け工で対処するものとし、前腹腹付け工で対処するものとし、前腹
付け後付け後 流下能力を評価し、採用工流下能力を評価し、採用工
法を判断する。法を判断する。

②② 計画高水流量の流下能力が確保で計画高水流量の流下能力が確保で
きない区間等については、根継ぎ工きない区間等については、根継ぎ工
などで対処する。などで対処する。

①① 堤防の安全性については、側方侵食及び堤防の安全性については、側方侵食及び
洗掘に対して評価を行う。洗掘に対して評価を行う。

【側方侵食による評価】

評価 a

評価 ｂ （侵食予測幅が
現有幅の２倍以下）

評価 ｃ （２倍以上）

ｂ ： 高水敷の側方
侵食予測幅

Ｂｋ ： 現有高水敷幅

9



①①河道内樹木における治水面の影響については、堤防前面の洗掘や侵食の河道内樹木における治水面の影響については、堤防前面の洗掘や侵食の

抑制効果を期待できる半面、悪影響も考えられる。抑制効果を期待できる半面、悪影響も考えられる。

②②この悪影響については、洪水時の流向の急激な変化（偏流）、樹木の流この悪影響については、洪水時の流向の急激な変化（偏流）、樹木の流

出・流失による流下阻害・河川管理施設の損傷、流下断面積の不足・水位出・流失による流下阻害・河川管理施設の損傷、流下断面積の不足・水位

上昇、河川巡視の支障となることが想定される。上昇、河川巡視の支障となることが想定される。

樹木群樹木群

H16.10.20台風23号出水時の洪水流の状況
（白山市明島地先 右岸12.0k付近）

３）河道における樹林化対策

必要性

10
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メニュー

①① 疎通能力、偏流の防止等治水上支障を生じさせないように適正に管理する。疎通能力、偏流の防止等治水上支障を生じさせないように適正に管理する。

②② 樹木の伐採にあたっては、群落の役割や貴重種等を調査し、必要な保全対樹木の伐採にあたっては、群落の役割や貴重種等を調査し、必要な保全対
策を実施する。策を実施する。

河道樹木の繁茂状況

希少植物であるコシオガマ
出典：http://www22.ocn.ne.jp/~a

nmukai/kosiogam.htm



手取川ダムの計画堆砂量は、手取川ダムの計画堆砂量は、

年間当たり年間当たり2020万万mm33を想定し、を想定し、

100100年間で年間で2,0002,000万万mm33を堆砂を堆砂

する計画で、昭和する計画で、昭和5555年に完成年に完成

している。その後以降平成している。その後以降平成1414

年までの年までの2323年間で約年間で約730730万万mm33、、

年間約年間約3030万万mm33と計画を上回ると計画を上回る

速度で進行している。このままの堆砂速度で推移すると仮定すると速度で進行している。このままの堆砂速度で推移すると仮定すると4040年後に年後に

は、計画堆砂量を越えることになる。は、計画堆砂量を越えることになる。

0
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2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

8,000

S55 S57 S59 S61 S63 H02 H04 H06 H08 H10 H12 H14

年度
堆

砂
量

（
千

m
3
） 年間堆砂量

累計堆砂量

計画堆砂量　200千m3/年

手取川ダム堆砂実績図
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４）ダム堆砂対策

必要性

メニュー

ダム貯水池の堆砂状況を把握し、その対策について検討し必要に応じて貯ダム貯水池の堆砂状況を把握し、その対策について検討し必要に応じて貯

水池堆砂対策を実施する。水池堆砂対策を実施する。



霞堤の機能

５）氾濫被害の軽減①
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霞堤は，堤防に開口部を設け、その下流側の堤防を堤内地側に延長させて、開霞堤は，堤防に開口部を設け、その下流側の堤防を堤内地側に延長させて、開

口部の上流の堤防と二重になるようにした不連続な堤防です。口部の上流の堤防と二重になるようにした不連続な堤防です。

＜霞堤のはたらき＞＜霞堤のはたらき＞

①①平常時には堤内地の排水ができる。平常時には堤内地の排水ができる。

②②上流で氾濫した水を開口部からすみやかに川へ戻し、被害の拡大を防ぐ。上流で氾濫した水を開口部からすみやかに川へ戻し、被害の拡大を防ぐ。

川北町与九郎島地先 ７．０k付近
左岸の霞堤（H15.10撮影）



①①霞堤内部では橋梁の架け替えや、資材置き場として盛土等により改変され霞堤内部では橋梁の架け替えや、資材置き場として盛土等により改変され

てている箇所もある。いる箇所もある。

変状なし－－－－8106.0 
1/100

75.0 －69.4067.71
11.2k+1

05m

変状なし－－－－1,2006.0 
1/150

95.0 －56.1054.64
9.4k+13

8m

水路：(水防拠点
として盛土され通
水能力が低下)

4206.1 
1/200

37.0 8305.0 
1/200

70.0 45.2041.17
7.6k+75

m

水路：(資材置き
場として盛土され
通水能力が低下

2106.9 
1/550

15.0 5005.0 
1/550

70.0 21.6020.67
4.2k+65

m

熊田川合流点－－－－－－
1/800

－－－6.17
0.8k+85

m

左
岸

辰口橋2505.0 1/12020.0 7303.6 
1/120

110.0 39.4036.867.0k+0m

変状なし－－－－740.0 
1/370

90.0 －33.2032.34
6.2k+72

.5m

変状なし－－－－
1305.5

1/300
40.0 －5.605.340.5k+0m

右
岸

通水能
力*

(m3/s)

霞堤の
築堤高
(m)

勾配
開口部
の幅
(m)

通水能
力*

(m3/s)

霞堤の
築堤高
(m)

勾配
開口部
の幅
(m)

備考

現 在築堤当時

改変時
期

霞堤上
流端地
盤高

(TP.m)

開口部
のH.W.L
(TP.m)

霞堤の堤外地
側開口部の位

置

注）通水能力は、霞堤満杯の等流計算による。
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霞堤整備の現状



左岸 0.8ｋ

水田

開口部の土地利用状況

左岸 7.6ｋ+75m

左岸 11.2ｋ+105m

右岸 0.5ｋ+0m
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左岸 4.2ｋ+65m
工場・倉庫

右岸 6.2ｋ+7.25m

右岸 7.0ｋ+0m

グラウンド等

家屋

左岸 9.4ｋ+138m

：堤防



①①霞堤の氾濫水吸収効果をシミュレーションにより検討した結果は以下の通り。霞堤の氾濫水吸収効果をシミュレーションにより検討した結果は以下の通り。
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面積・ﾎﾞﾘｭｰﾑは３箇所
の霞堤の合計

面積・ﾎﾞﾘｭｰﾑは３箇所
の霞堤の合計

865
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2,867
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93
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27

65
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0 .51 .2

11

9 .4 ,11 .212
14

7 .69

10

1

21 3,396

-3 304 .2

5

5 .8

6

適用
霞 堤 吸 収ﾎ ﾞﾘｭｰﾑ

(m3 )　④
浸 水 面 積(霞堤 な し)

( km2 )　②

吸 収 率
(％ )

④/ ③

面積 増 減
(km2 )
① -②

浸水 面 積 (霞 堤 現 況）
(km2 )   ①

破 堤 ﾎ ﾞﾘｭ ｰﾑ
(万 m3 )　③

霞 堤 位 置破 堤 点左 右岸

19021
1 .2 0

左岸

0.8

-5

425

100

70

30

276

3

面積・ﾎﾞﾘｭｰﾑは2箇所
の霞堤の合計

-1

0

-13

0

20

791

面積・ﾎﾞﾘｭｰﾑは2箇所
の霞堤の合計

1

20

19

7

20

7

0

霞堤の有無による浸水区域の違いについて

※氾濫シミュレーションでは、50m四方での平均地盤高を使用しているため、実際の微地形の影

響を表せていないため、実際の浸水区域と異なる場合があります。



霞堤あり、左岸5.8K破堤

浸水面積＝27.28Km2 浸水面積＝30.15Km2

左岸4.2K霞堤

霞堤あり、左岸12.0K破堤

浸水面積＝0.86Km2 浸水面積＝14.39Km2

霞堤無し、左岸5.8K破堤

霞堤無し、左岸12.0K破堤

左岸11.2K霞堤
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②②左岸左岸5.8k5.8k地点で破堤した場合の左岸地点で破堤した場合の左岸4.2k4.2k地点の霞堤の効果は小さい。地点の霞堤の効果は小さい。

③③左岸左岸12.0k12.0k地点で破堤した場合の左岸地点で破堤した場合の左岸11.2k11.2k地点の霞堤の効果は大きい。地点の霞堤の効果は大きい。

①①霞堤は暫定堤防であるが、計画高水位相当の高さがほぼ確保されている霞堤は暫定堤防であるが、計画高水位相当の高さがほぼ確保されている

ので当面、緊急的に整備する必要性は小さい。ので当面、緊急的に整備する必要性は小さい。

②②各霞堤毎に効果を検証し、その結果を踏まえ、整備方針を検討していく。各霞堤毎に効果を検証し、その結果を踏まえ、整備方針を検討していく。

霞堤整備の考え方
※面積は最大の浸水時の面積です。
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必要性

５）氾濫被害の軽減②

手取川H10.9洪水

約2時間

鶴来上流域平均雨量

● 実績流量

氾濫流の最短到達時間想定図

①① 急流河川である手取川は、山間部からの洪水の流出が早く、また、氾濫した場合急流河川である手取川は、山間部からの洪水の流出が早く、また、氾濫した場合
には氾濫水の到達時間が短い事から、洪水による被害軽減を図る為にも、日頃かには氾濫水の到達時間が短い事から、洪水による被害軽減を図る為にも、日頃か
ら一般住民の防災意識の向上や関係機関・一般住民への情報提供体制の強化ら一般住民の防災意識の向上や関係機関・一般住民への情報提供体制の強化
等が必要等が必要。。



①①氾濫域の浸水情報、河川の水位情報、ＣＣＴＶ等の映像情報氾濫域の浸水情報、河川の水位情報、ＣＣＴＶ等の映像情報

等、河川管理者が保有する情報を関係機関、報道機関、一般住民に積極等、河川管理者が保有する情報を関係機関、報道機関、一般住民に積極

的に提供していく。的に提供していく。

②②自治体が行うハザードマップの作成・公表の為の技術的支援を行う。自治体が行うハザードマップの作成・公表の為の技術的支援を行う。

③③地域住民の防災意識向上を図る為、関係機関と連携して広報活動を行う地域住民の防災意識向上を図る為、関係機関と連携して広報活動を行う

ともに、水防団の活動等の支援を行う。ともに、水防団の活動等の支援を行う。
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メニュー

水防訓練の様子
小松市手取川洪水避難地図防災情報いしかわ

http://www.kanazawa-mlit.com/
bousai-info-ishikawa/



①①洪水時の土砂の動きのメカニズムを解明するため、洪水時の土砂の動きのメカニズムを解明するため、ITIT機器等を用いたモ機器等を用いたモ

ニタリングや、測量・写真撮影等によりデータの収集を図る。ニタリングや、測量・写真撮影等によりデータの収集を図る。
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メニュー

６）急流河川特有の土砂動態の把握のための調査・研究

写真やCCTVによる観測の取り組み

CCTV映像(H16.4.27 16:00) CCTV映像(H16.4.28 12:00)

①CCTVによる映像収集

洪水により砂州が消失(H10.9出水）

横断測量実施状況

洗掘ｾﾝｻｰを用いた観測（例）


